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る群 (0G群、16名)と 1％グルコース含有酢酸リンゲル液を投与する群 (LG群、
様式(8) 
15 名)に無作為に振り分けた。両群で輸液の速度は、10 ml/kg/h で開始し、1








１） ACTH、コルチゾールは両群で術中に base より有意に低下した。 
２） 血糖値は 0G 群では経時的変化を認めなかった。LG 群では１H、end、next
で base より有意に増加したが、最高値は 156mg/dl であった。 
３） インスリンは両群間に有意差はなかった。 
４） 遊離脂肪酸は１H、end で LG 群が 0G 群より有意に低値であった。(1H: 
619±249 vs. 889±266, end: 564±282 vs. 871±215 (μEq/L), それ
ぞれ LG vs. 0G) 
５） 総ケトン体は１H、end で LG 群が 0G 群より有意に低値であった。(1H: 107 
(59-198) vs. 367 (131-495), end: (66 (46-113) vs. 249 (96-422) (μ
mol/L), それぞれ LG vs. 0G, [中央値（四分位数）]) 
６） クレアチニン、3-メチルヒスチジン、エネルギー消費量、呼吸商は両群
間に有意差は認めなかった。 
 以上の結果から、糖尿病を罹患していない高齢者においてレミフェンタニル
による麻酔は術中のストレスを抑制し、少量の糖負荷は高血糖をきたすことな
く、術中の遊離脂肪酸とケトン体を低下させることが示された。今回の研究で、
高齢者においても非糖尿病患者であれば術中少量の糖負荷は脂肪異化を抑制し、
周術期の安全性を高め得ることが示唆された。 
 


